
令和４年度  

第１回東員町シニアクラブ連合会理事会 議事録 

 

実施日時 令和 4年 4月 27日（水） 9:30～10:40 

実施場所 東員町ふれあいセンター 1階 会議室 1 

参加状況 出席／合計 39 名 

（理事 33名・理事代理 2名・監事 2名・事務局 2名） 

一部出席／東員町社協 2名（伊藤事務局長・小山次長） 

     東員町議会 2名（三宅議長、三林副議長） 

     東員町議会事務局 1名（松田局長） 

健康長寿課 2名（児玉副課長・近藤主事） 

 

１．会長挨拶 

    令和 4 年度最初の理事会。今後も連合会は、単位クラブの活動をサポー

トしていく。社協の HPにシニアクラブ連合会の活動や資料を掲載してお

り、今年度より理事会議事録も掲載する。今後も理事の皆さまにご意見

等いただき改善し、HPの掲載を充実していきたい。 

  また、連合会は市民活動支援センターに団体登録している。そのため、

印刷機や備品の貸出も利用できる。ぜひ活用いただけたらと思う。 

今年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

２. 令和 4 年度の体制について（東員町社協） 

 

 

３. 議会との意見交換会について（三宅議長） 

   

 

４．令和 4 年度補助金申請の説明(健康長寿課)［別紙］ 

 

   

５．役員紹介 [P1～P2] 

  

 

６．協議事項 

(１)令和 3 年度事業報告及び決算報告と令和 4 年度補正予算（案） [P3～P11] 

 事業報告 

 ・理事の皆さまに協力いただき人数削減や会場変更を行い、感染拡大防止 

対策に努め、全 6回の理事会を開催することができた。 



 ・シニア福祉大会や役員先進地視察研修など感染拡大防止の観点から中止

とする行事もあったが、グラウンドゴルフ大会では受付等密を避け、約

90名の方に参加いただいた。 

 ・文化作品展ではお気に入り作品投票上位の方をシニア通信に掲載するな

ど、行事を中止とするのではなく、感染拡大防止対策の工夫をし、活動

促進や健康づくり、生きがいづくり活動を行った。 

 決算報告 

 ・会計、監事より決算報告をした。 

補正予算（案） 

 ・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、行事等が行われなかったため、町 

補助金 476,000 円は令和 4年度において東員町へ返還する。そのため、 

支出の部、返還金 476,000円、予備費 566,000円の補正、収入の部、繰 

越金 1,042,000 円の補正予算を計上。 

→原案通り承認された。 

＜訂正箇所＞ 

 （○正 支出の部 返還金 説明欄：東員町へ返還（令和 3年度分）） 

 （○正 支出の部 補助金 説明欄：部会） 

 

 

(２) 当会の運営 

2-1  概要説明 [P12～15] 

 ・会則を添付。新任理事の方、ご一読願います。 

 

2-2  令和 4年度事業計画 [P16～20] 

 ・シニアクラブが 1番に目指すものは何かと考え「いつまでも元気でいる 

ために、楽しくクラブ活動を行う東員町シニアクラブ連合会」とした。  

・「2.東員町シニアクラブが目指すもの」①～③は元気に楽しく過ごすため 

に必要なことであり、④～⑥は、周りの方にも働きかけ、シニアクラブの

活動を通して関係を深め、また新しい会員が増えるような思いがある。 

・1自治会 1クラブ設置の推進を引き続き行っていく。 

 

2-3  令和 4年度行事予定 [P21] 

 ・変更箇所は赤字記載。間違えのないよう気をつけていただきたい。 

 ・5月に予定していた役員先進地視察研修は、いなべ市老人クラブ連合会へ

現在依頼している。7月開催に向け、日程調整中。決まり次第ご案内させ

ていただく。 

 ・行事予定表に基づき、理事会を開催する。会場等の変更がない限り、理 

事会開催案内は郵送しないものとする。 

 ＜訂正箇所＞ 

 （○正 6/24（金）シニアカレッジ入学式） 

 



(３)令和 4 年度連合会費納入[P22] 

  金額：180 円×令和 4年 4月 1 日現在 

  添付：①単位クラブ会員数及び会費報告書 

②会員名簿  

③総会資料 

  納付期限：5月末日 

 ・報告書に性別、年齢別に会員数を記入し、会員数×180 円の納入をお願い

いたします。 

 ・連合会グラウンドゴルフ大会の出場者数均等割りの参考に「大会に参加

してもいいよ」という方の人数及び、シニア通信配布枚数把握の参考に

「会員世帯数」の記入も併せて願いたい。 

  

 

(４)第 44 回連合会グランドゴルフ大会［P23～25］ 

  日 時：令和 4 年 6月 8 日（水） 

  予備日：令和 4 年 6月 15日（水） 

  場 所：多目的グランド 

  当 番：筑紫・穴太・瀬古泉・山田・六把野新田 

      ※シニアクラブのベストを着用し、8：30 にグラウンド集合 

 ・今大会よりダイヤモンド賞を廃止し、ホールインワン賞を第 4・8ホール

とする。 

・当番クラブより会長か女性部長どちらか 1 名の当番の出席をお願いしま

す。当番の方はシニアクラブの着用してください。 

・出場されるクラブは 4名につき 1 名の記録員の選出をしてください。提出

期限は 5 月末日まで。 

・出場者は「地区・名前」記載の名札を着用ください。名札はテープに記入

したもの等、簡易的なもので構わない。単位クラブまたは個人でご用意を。 

質問 

 ・P.25に出場者割が記載されているのに、P.22 報告書にて「連合会グラウ

ンドゴルフ大会に出場を希望される方の人数」欄があるのはなぜか。 

 →第 44回大会については、前年度の報告書集計から出場者均等割りを選出

している。次回第 45回大会からは今年度の報告書をもとに作成する。 

 

(５)第 18 回シニア文化作品展 [P26～27] 

  日時：令和 4年 8月 17日（水）～8 月 22日（月） 

     会場設営及び作品搬入・陳列…8月 16 日（火）午前 

     作品搬出及び会場整理…8月 23日（火）午前 

場所：東員町文化センター 2 階 展示スペース 

 ・シニアクラブ会員、シルバー人材センター会員の作品を展示する。 

 ・上位シニアクラブ会員の作品は全国健康福祉祭美術展の三重予選に出展。 

 ・1 クラブ 1 団体に限り団体で出展できる。展示は机のみ、奥行き 40 ㎝×



幅 60㎝。参加賞は 1人分とする。 

 ・作品募集チラシは各クラブ 10 部配布。会員の皆さまへの周知等に活用い

ただけたら。部数が足りないクラブは追加でお渡しする。 

 ・単位クラブにて作品を取りまとめいただき「P.27 18 回東員町シニア文化

作品展出展申込書」を 7/27（水）までに提出。 

 質問・意見 

 ・年々、出展作品数が減り寂しく思う。1クラブ 5作品までと上限を設けな

くてもよいのではないか。 

 ・お気に入り作品投票において、投票者は匿名なのか。投票者を来場者名

簿と照らし合わせる等、把握しなければ複数回投票できてしますのでは

ないか。 

 →展示期間中は、当番に受付をお願いしている。受付時に来場者名簿を記

入いただき、投票用紙 1 人 1 枚をお渡ししている。そのため基本的に 1

人の方が複数回投票されることはないかと思う。 

 

 

(６)その他 

6-1 シニアカレッジ参加者募集取りまとめ依頼 [P28～29] 

・昨年まで単位クラブに募集枠を設けていたが、今年度は設けない。 

 ・昨年の受講生からは「1 回しか参加できないのが残念なくらい楽しかった」 

「友達がたくさんできた」などのコメントをいただいている。 

 ・参加者はあくまでも強制するものではないが、単位クラブより 1 名取り

まとめいただきたい。参加希望者の取りまとめにご協力賜りますようお

願いいたします。 

 

 6-2 いきいき百歳体操について [P30～31] 

＜伊藤会長より＞ 

・導入されているクラブも多いが、町や連合会が推奨している、介護予防に

効果があると注目している百歳体操を「もっと広めたい」という思いから、

この資料を作成した。 

・裏面に、導入にあたり活用できる助成についても記載している。気になる

方はまず、健康長寿課に問い合わせてほしい。 

 

◎その他 

 ①理事からの質問 

 ・単位クラブにおいて選出している女性部長の位置づけ、役割とはなにか

教えてほしい。 

 →単位クラブにて選出される会長は性別でいうと男性が多く、男女平等、

当会の運営において女性の意見もほしいという想いから、理事（会長・

女性部長）としている。 

  女性部会においてはこれまで、福祉施設へ訪問していたがコロナウイル



ス感染拡大に伴いここ 2年間は活動が休止していた。企画委員会にて「女

性だから」、「男性、女性と性別で分ける社会ではなくなっている」とい

う意見もあった。女性部会に限らず、部会活動は今後の検討課題である。

名案があればぜひご意見いただきたい。 

 

 ②議事録について 

 ・理事より「役員や会員の共有や周知に理事会議事録がほしい」と意見を

いただいていた。今年度より社協 HPの当会ページに議事録を掲載する。 

 ・議事録は事務局が取りまとめるため、「理事会〇日後」等の案内を出来か

ねる。 

 

 ③単位クラブの活動について 

 ・連合会だけではなく単位クラブの活動も情報共有、発信し多くの方に知 

ってもらう。（主に写真を掲載） 

  

 ④緊急連絡網について 

 ・企画委員会にて「連絡網だと伝達事項がうまく伝わらない」「スマートフ

ォンや携帯を使いこなせている方が多い」「時代が変化している。自分た

ちも変わっていけたら」という思いから、LINE オープンチャット機能を

活用する。 

 ・使用用途は基本的事務局からの案内であり、返信不要。 

 ・登録を強制するものではなく、「LINE を登録していない」「電話がいい」

という方については、電話での連絡手段とする。 

 ・基本的に単位クラブ会長の登録。（希望の女性部長も可能） 

 ・事務局にてメンバー管理を行う。 

  

 


